
   

 

 

 
 本日３月３日(木)は桃の節句で、誕生した女児を祝福し、健やかな成長を願う、親から子、孫への愛情の節句

と言われています。江戸時代以降わが国ではひな人形を飾る「ひな祭り」という日本固有の人形文化となり、現

代に受け継がれています。また３月３日は、「耳の日」「桃の日」「結納の日」「金魚の日」「ジグソーパズルの日」

でもあるそうです。６年生には人権の授業でも話しましたが、３月３日は日本で最初の人権宣言と言われる水平

社宣言が全国水平社創立大会で読み上げられた日でもあります（本日で１００年目を迎えました）。また、日本ペ

ンクラブが「世界中のペンセンターで平和を願うキャンペーンを実施する」こと、日本が「女の子の健やかな成

長を祝うひな祭りは平和の象徴にふさわしい」と提唱したことで、３月３日が平和の日として制定されました。

これをきっかけに、1985 年から世界中で平和を願う各種キャンペーンやイベントが開催されているそうです。 

 現在、ロシアとウクライナでの戦争が行われ、連日テレビや新聞で報道がなされています。子どもたちのこれ

から生きていく未来社会が、戦争や紛争のない平和で安全な社会になっていくことを切に願います。 

※学校ホームページ「桜台っ子ニュース」では、日々の学校の様子をカラーで紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

    

 ２月２４日(木)、３年生で青少年育成室出前講座として「ネットモラル講座」を行い 

ました。本来は３年生の保護者の皆様にも参加いただく予定だったのですが、感染拡大 

防止の観点から、子どもたちだけの学習の場として行いました。１学級ずつさまざまな 

事例を、写真やアニメ映像などで青少年育成室の担当者の方から紹介していただきまし 

た。「個人情報は載せない」「知らない人とつながらない」「人を傷つける言葉をつかわない」「うその情報にだま

されない」「ネットに生活を支配されない」ということを学びました。情報機器の発達によりさまざまな伝達ツー

ルが出てきていますが、使えるのは１２歳以上や１３歳以上と制限が設けられているものもあります。学習の中

で、保護者の管理のもとでないと使ってはいけない情報伝達ツールがあることも子どもたちと確認をしました。 

 

２月２８日(月)、２限目と３限目を使って「６年生を送る会」を行いました。１、２ 

年生は、リハーサル公開の時よりも踊りや動きが上手になっていました。１、２年生が 

教室へと戻っていくときに、６年生と手を振り合っているのがとても印象的でした。３ 

年生は、頭にバンダナを巻いてキレッキレのダンスを踊っている姿がすごく素敵でした。 

４年生はクイズを出したり、寸劇をしたり、作ったアニメ映像を紹介したりとさまざま 

な工夫を凝らし、６年生を楽しませてくれました。５年生は感染症対策から直前に「６ 

年生を送る会」全体の進行や出し物についての変更があり、大変だったと思いますが、 

できる範囲の中で精一杯の姿を見せてくれました。これからの桜台小をリードしてくれ 

る最高学年として頼もしく感じました。６年生の下級生に向けた「いのちの歌」は、声 

量があってとっても上手でした。「生まれてきたこと 育ててもらえたこと 出会ったこ 

と笑ったこと そのすべてにありがとう この命にありがとう」というフレーズが本当に 

心に響きました。YOASOBI の「夜に駆ける」という曲もアップテンポでしたが、うま 

く合わせられて上手に演奏できていました。音楽の時間を使って一所懸命練習してきた 

成果を見ることができました。 

 ５、６年生の引き継ぎ式は、さすが高学年という印象でした。代表委員が校旗を持っ 

て引き継ぐ姿は、おごそかな引き継ぎ式の中にも何か熱いものを感じました。 

お世話になった６年生に気持ちよく卒業してもらおうと、下級生が精一杯、これまでのお礼の気持ちを伝えるこ

とのできた時間となりました。（裏面に「いのちの歌」の歌詞を載せました）      （文責 北住 昌文） 
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「いのちの歌」 

         作詞：miyabi（竹内まりや）  作曲：村松崇継 

 

生きてゆくことの意味             本当にだいじなものは 

 問いかけるそのたびに             隠れて見えない 

 胸をよぎる                  ささやかすぎる日々の中に 

愛しい                    かけがえない喜びがある 

人々のあたたかさ 

                       いつかは誰でも 

この星の片隅で                この星にさよならを 

めぐり会えた奇跡は              する時が来るけれど 

どんな宝石よりも               命は継がれてゆく 

たいせつな宝物 

                       生まれてきたこと 

泣きたい日もある               育ててもらえたこと 

絶望に嘆く日も                出会えたこと笑ったこと 

そんな時そばにいて              そのすべてにありがとう 

寄り添うあなたの影              この命にありがとう 

 

二人で歌えば 

懐かしくよみがえる 

ふるさとの夕焼けの 

優しいあのぬくもり 

 


